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米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
一
九
五
六
年
の
改
正
一
九
三
七
年
は
じ
め
て
実
施
を
み
た
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
年
金
制
度
、
に
な
っ
た
老
令
・
遺
族
年
金
制
度
、
お
よ
び
そ
の
後
の
幾
度
か
の
改
正
•
発
展
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
さ
き
に
小
研
究
を
試
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
一
九
五
六
年
八
月
一
日
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ア
ー
大
統
領
の
署
名
あ
り
社
会
保
障
法
に
新
な
改
正
が
行
わ
れ
、
こ
の
O
A
S
I
制
度
に
も
重
要
な
改
善
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
に
い
た
っ
た
。
ま
た
こ
れ
と
と
も
に
O
A
S
I
制
度
は
、
同
上
法
改
正
と
同
時
に
制
定
を
み
た
現
役
・
復
員
軍
人
遺
族
給
付
法
に
よ
っ
て
も
大
き
い
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
等
の
こ
と
は
Social
②
 
S
e
c
u
r
i
t
y
 Bulletin
―
九
五
六
年
九
月
号
に
、
社
会
保
障
長
官
C
.
I
.
 
S
c
h
o
t
t
l
a
n
d
氏
に
よ
り
相
当
詳
細
に
解
説
さ
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
こ
れ
を
余
り
細
部
に
わ
た
る
点
は
省
い
て
、
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
度
の
改
正
に
お
け
る
主
要
な
諸
点
を
摘
記
す
れ
ば
、
①
五
0
し
六
五
オ
の
一
定
条
件
を
備
え
た
永
久
全
部
廃
疾
者
に
対
し
て
、
廃
疾
年
金
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
。
R
一
八
才
以
上
の
一
定
条
件
を
充
た
し
た
廃
疾
子
女
に
対
し
て
、
廃
疾
子
女
年
金
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
。
は
し
が
き
一
九
三
九
年
そ
の
改
正
さ
れ
拡
大
さ
れ
た
姿
JI I 
元
四
英
355 
④
軍
職
以
外
の
職
業
に
従
事
す
る
者
が
約
九
0
万
人
新
に
加
入
範
囲
に
含
ま
れ
た
こ
と
。
⑥
約
三
0
0万
人
の
軍
人
の
醸
出
制
に
よ
る
加
入
。
一
連
の
方
策
に
よ
り
、
財
政
的
基
礎
の
確
立
化
が
一
段
と
推
進
さ
れ
た
こ
と
。
支
給
に
関
係
あ
る
諸
事
項
、
最
後
に
財
政
に
関
係
あ
る
諸
事
項
の
順
に
記
す
こ
と
に
す
る
。
廃
疾
年
金
の
新
設
四
⑥
廃
疾
年
金
お
よ
び
廃
疾
子
女
年
金
の
新
設
に
対
応
し
て
保
険
税
率
が
被
用
者
・
雇
主
各
々
1
-
4
劣
引
上
げ
ら
れ
、
ま
た
こ
の
保
険
R
軍
務
服
役
者
特
典
に
よ
る
支
出
に
対
す
る
一
般
歳
入
か
ら
の
補
償
、
信
託
基
金
投
資
上
の
改
善
、
社
会
保
障
財
政
審
議
会
の
設
置
等
③
 
次
に
こ
れ
等
諸
点
そ
の
他
を
前
記
の
拙
稿
で
の
叙
述
の
順
序
に
従
い
、
ま
ず
廃
疾
年
金
・
廃
疾
子
女
年
金
に
つ
い
て
、
次
に
年
金
の
こ
の
度
の
改
正
に
よ
り
、
或
る
一
定
の
条
件
を
充
た
し
た
完
全
受
給
資
格
と
と
も
に
当
座
受
給
資
格
を
取
得
し
た
永
久
全
部
廃
疾
者
は
、
五
〇
し
六
五
オ
の
と
き
廃
疾
年
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
金
支
給
に
は
相
続
く
廃
疾
の
六
カ
月
の
待
期
々
間
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
同
年
金
支
給
は
一
九
五
七
年
七
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
廃
疾
~
働
者
の
被
扶
養
者
に
は
何
の
給
付
も
与
え
ら
れ
な
い
。
財
政
は
こ
の
度
の
改
正
で
O
A
S
I
制
度
か
ら
分
離
さ
れ
る
も
の
に
な
っ
た
。
廃
疾
規
定
が
は
じ
め
て
O
A
S
I
制
度
に
設
け
ら
れ
た
の
は
一
九
五
四
年
か
ら
で
、
な
わ
ち
少
な
く
と
も
過
去
六
カ
月
永
久
全
部
廃
疾
の
状
態
に
あ
り
、
且
つ
廃
疾
前
四
0
四
半
期
（
廃
疾
の
始
っ
た
四
半
期
を
含
む
）
の
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
一
九
五
六
年
の
改
正
(11元）
税
増
加
分
に
よ
る
廃
疾
年
金
信
託
基
金
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
。
⑧
女
子
年
金
受
給
年
令
の
六
五
オ
か
ら
六
ニ
オ
ヘ
の
引
下
げ
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
廃
疾
「
凍
結
」
で
あ
る
。
す
356 
て
か
ら
一
年
間
は
廃
疾
と
見
倣
さ
れ
る
。
S
I
制
度
の
廃
疾
年
金
は
こ
の
よ
う
な
年
金
額
だ
け
減
ぜ
ら
れ
る
。
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
造
族
年
金
制
度
の
一
九
五
六
年
の
改
正
（
川
元
）
O
A
 
う
ち
で
二
0
期
が
被
保
険
期
で
あ
る
場
合
、
基
本
年
金
月
額
の
算
定
に
必
要
な
平
均
賀
金
算
式
に
お
い
て
、
分
子
の
賃
金
総
計
お
よ
び
分
母
の
加
入
期
間
月
数
か
ら
廃
疾
期
間
の
賃
金
・
月
数
を
そ
れ
ぞ
れ
除
外
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
年
金
の
支
給
は
六
五
オ
に
始
ま
る
も
の
で
、
そ
の
年
金
は
特
に
廃
疾
年
金
と
称
す
ぺ
き
も
の
で
な
く
、
老
令
年
金
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
度
の
改
正
で
廃
疾
年
金
が
五
O
~六
五
オ
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
、
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
前
述
の
通
り
こ
の
年
金
に
は
被
扶
養
者
に
永
久
全
部
廃
疾
と
は
医
的
に
決
定
し
得
る
肉
体
的
ま
た
は
精
神
的
障
害
に
よ
り
、
こ
れ
と
い
う
収
入
を
う
る
如
何
な
る
活
動
を
も
な
し
得
な
い
状
態
を
い
う
。
廃
疾
年
金
を
支
給
さ
れ
る
た
め
に
は
、
廃
疾
の
結
果
つ
い
に
死
亡
す
る
か
不
定
期
間
同
状
態
に
あ
る
こ
と
が
廃
疾
年
金
の
月
額
は
そ
の
待
期
々
間
の
第
一
日
に
老
令
年
金
を
受
け
る
も
の
と
し
て
計
算
さ
れ
た
場
合
の
基
本
年
金
額
と
同
額
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
老
令
・
遺
族
年
金
受
給
者
に
適
用
し
て
い
る
よ
う
な
支
給
停
止
の
収
入
に
関
す
る
条
件
は
何
等
な
い
。
廃
疾
の
定
義
自
身
が
こ
れ
と
い
う
収
入
あ
る
一
屈
用
に
従
事
で
き
る
人
の
支
給
を
除
外
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
廃
疾
年
金
受
取
人
が
廃
疾
に
も
と
づ
く
他
の
連
邦
政
府
年
金
或
い
は
労
働
者
災
害
補
償
に
関
す
る
年
金
を
受
け
る
と
き
に
は
、
援
産
が
廃
疾
凍
結
お
よ
び
廃
疾
年
金
の
実
施
に
つ
き
、
重
要
な
附
帯
事
業
と
し
て
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
廃
疾
凍
結
或
い
は
廃
疾
年
金
へ
の
申
込
者
は
、
州
援
産
機
関
に
連
絡
さ
れ
、
も
し
も
然
る
べ
き
理
由
な
く
し
て
受
給
者
が
授
産
を
受
け
る
こ
と
を
拒
む
な
ら
ば
、
毎
月
の
年
金
は
支
給
停
止
に
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
授
産
所
で
こ
れ
と
い
う
収
入
あ
る
活
動
に
従
事
し
て
も
入
所
し
予
期
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
は
何
の
給
付
も
与
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
四
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廃
疾
凍
結
の
決
定
は
連
邦
保
障
長
官
(
F
e
d
e
r
a
l
S
e
c
u
r
i
t
y
 A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
o
r
)
と
約
定
の
あ
っ
た
特
定
の
州
機
関
に
よ
り
行
わ
れ
て
来
て
い
る
が
、
こ
の
実
施
組
織
が
毎
月
の
廃
疾
年
金
の
支
給
に
対
し
て
も
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
五
0
オ
前
に
永
久
全
部
廃
疾
と
決
定
さ
れ
た
な
ら
ば
、
凍
結
が
設
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
五
〇
オ
で
な
お
廃
疾
条
件
を
備
え
て
い
る
と
き
廃
疾
年
金
を
支
給
一
九
五
六
年
一
0
月
か
ら
廃
疾
年
金
の
申
込
が
受
理
さ
れ
、
ぬ
議
会
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
保
健
・
教
育
•
福
祉
長
官
は
、
廃
疾
年
金
信
託
基
金
か
ら
の
不
当
な
支
出
を
防
ぐ
た
め
に
、
州
機
関
決
定
廃
疾
年
金
制
度
（
次
項
の
廃
疾
子
女
年
金
を
含
む
）
の
財
政
を
賄
う
た
め
に
保
険
税
は
、
被
用
者
・
雇
主
各
率
で
賃
金
に
対
し
1
-
4
ま
た
自
家
営
業
者
の
率
で
所
得
の
3
-
8
％
が
そ
れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
基
金
と
別
個
に
設
置
の
「
廃
疾
年
金
信
託
基
金
」
に
預
け
ら
れ
、
同
基
金
か
ら
廃
疾
年
金
お
よ
び
管
理
費
が
支
出
さ
れ
る
。
被
扶
養
廃
疾
子
女
年
金
の
新
設
従
来
の
法
律
で
は
退
職
労
働
者
ま
た
は
死
亡
労
働
者
の
子
女
は
、
た
と
え
廃
疾
状
態
に
あ
ろ
う
と
も
満
一
八
オ
に
達
す
れ
ば
、
他
の
健
康
な
子
女
と
同
様
に
子
女
年
金
ま
た
は
遺
児
年
金
は
打
切
ら
れ
た
。
こ
の
度
の
改
正
法
で
は
退
職
労
働
者
ま
た
は
死
亡
労
働
者
の
一
八
才
以
上
の
被
扶
養
子
女
が
、
も
し
一
八
オ
に
達
す
る
前
に
全
部
廃
疾
と
な
り
、
且
つ
廃
疾
が
一
八
オ
前
か
ら
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
し
に
続
い
て
い
た
な
ら
ば
、
年
令
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
年
金
を
受
け
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
廃
疾
の
定
義
は
廃
疾
労
働
者
に
対
す
る
も
の
と
同
様
で
あ
り
、
そ
の
決
定
も
同
じ
く
州
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
被
扶
養
廃
疾
子
女
年
金
は
、
④
廃
疾
子
女
が
一
八
オ
に
達
す
る
前
に
子
女
年
金
ま
た
は
遺
児
年
金
を
受
け
て
い
た
場
合
、
＠
上
記
の
彩、
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
一
九
五
六
年
の
改
正
（
川
元
）
を
検
閲
・
改
訂
し
得
る
権
限
を
、
充
分
に
行
使
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
四
五
こ
の
増
額
分
は
老
令
・
遺
族
年
金
信
託
さ
れ
る
。
一
九
五
七
年
七
月
か
ら
同
年
金
の
支
給
が
開
始
さ
れ
る
。
な
お
358 
了
を
起
さ
な
い
。
る
な
ら
ば
、
母
親
年
金
に
対
し
何
の
調
整
も
行
わ
れ
な
い
。
の
年
金
支
給
は
一
九
五
七
年
一
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
一
九
五
六
年
の
改
正
（
川
元
）
よ
う
な
状
態
に
あ
る
子
女
が
一
八
才
以
上
に
な
っ
て
い
る
と
き
労
働
者
が
退
職
し
た
湯
合
、
或
い
は
◎
労
働
者
が
死
亡
し
た
と
き
上
記
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
一
八
才
以
上
の
子
女
が
生
活
費
の
少
な
く
と
も
半
分
を
扶
助
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
支
給
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
年
金
を
受
け
得
る
子
女
を
世
話
し
て
い
る
母
親
に
は
、
母
親
年
金
ま
た
は
寡
婦
母
親
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。
こ
れ
等
廃
疾
子
女
年
金
は
、
廃
疾
の
た
め
に
子
女
に
支
給
さ
れ
る
他
の
連
邦
政
府
年
金
ま
た
は
労
働
者
災
害
補
償
に
よ
る
年
金
の
あ
る
と
き
、
そ
の
金
額
だ
け
減
ぜ
ら
れ
る
。
も
し
も
後
者
が
前
者
を
超
え
る
と
き
に
は
、
そ
の
超
過
分
は
単
に
廃
疾
子
女
を
世
話
し
て
い
る
だ
け
で
支
給
さ
れ
て
い
る
母
親
年
金
ま
た
は
寡
婦
母
親
年
金
に
対
し
て
調
整
さ
れ
る
。
し
か
し
退
職
労
働
者
の
妻
が
六
ニ
オ
に
達
し
て
い
廃
疾
子
女
年
金
の
受
給
者
は
速
か
に
州
援
産
機
関
に
連
絡
さ
れ
、
援
産
教
育
を
受
け
、
で
き
る
だ
け
多
数
の
廃
疾
子
女
が
収
入
あ
る
仕
事
を
援
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
然
る
べ
き
理
由
な
し
に
授
産
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
拒
む
な
ら
ば
、
廃
疾
子
女
と
そ
の
母
親
に
対
す
る
年
金
支
給
は
停
止
さ
れ
る
°
州
の
授
産
機
関
で
教
育
を
受
け
始
め
て
か
ら
一
年
間
の
仕
事
は
、
同
年
金
の
停
止
・
終
註
山
拙
稿
「
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
逮
族
年
金
制
度
の
変
遥
」
日
お
よ
び
口
、
商
学
論
集
第
一
巻
第
六
号
六
一
~
1
0
二
頁
お
よ
び
第
二
巻
第
一
号
三
二
l
四
九
頁
②
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③
廃
疾
に
醐
す
る
制
度
は
、
こ
の
度
は
「
は
し
が
き
」
で
な
く
、
別
に
項
を
設
け
述
べ
る
ぺ
き
で
あ
る
が
、
前
の
拙
稲
で
は
一
般
的
に
は
「
は
し
が
き
」
で
述
べ
た
の
で
、
本
稿
で
も
便
宜
上
同
様
に
取
扱
っ
た
。
四
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V
e
t
e
r
a
n
s
'
S
u
r
v
i
v
o
r
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e
n
e
f
i
t
s
 
A
c
t
)
 
に
よ
り
、
一
九
五
五
年
末
に
一
0
0職
種
中
八
六
職
種
が
醸
出
制
で
0
A
S
I
下
に
あ
っ
た
が
、
約
九
二
職
種
が
同
じ
く
同
制
度
下
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
そ
の
保
護
は
現
在
ま
で
加
入
し
て
い
な
い
約
四
0
0万
人
に
拡
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
既
述
の
よ
う
に
社
会
保
障
法
の
こ
の
度
の
改
正
と
同
時
に
制
定
を
み
た
現
役
・
復
員
軍
人
遺
族
給
付
法
(
S
e
r
v
i
c
e
m
e
n
'
s
a
n
d
 
ほ
と
ん
ど
三
0
0万
人
の
軍
人
が
醸
出
制
で
0
A
S
I
に
加
人
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
社
会
保
障
法
の
こ
の
度
の
改
正
に
よ
る
O
A
S
I
新
規
加
入
者
は
、
九
0
万
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
大
部
分
は
農
民
が
占
め
て
い
る
。
し
か
し
加
入
範
囲
の
拡
張
に
よ
り
、
自
家
営
業
の
自
由
職
業
者
群
が
、
医
師
を
除
き
す
べ
て
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
農
業
労
働
者
の
加
入
範
囲
に
つ
い
て
の
規
定
に
、
多
数
の
変
更
が
行
わ
れ
た
が
、
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
一
九
五
六
年
の
改
正
（
川
元
）
る
と
き
、
一
九
五
五
年
末
に
お
い
て
国
民
の
う
ち
被
用
者
所
得
層
一
0
人
中
九
人
が
、
加
入
範
囲
の
拡
大
四
七
軍
人
遣
族
給
付
法
に
関
係
あ
る
も
の
を
除
い
て
は
約
一
九
五
七
年
か
ら
は
一
0
0職
種
中
O
A
S
I
制
度
に
加
入
し
て
い
る
。
ぃ
こ
こ
に
少
し
く
0
A
S
I
1!
関
係
あ
る
管
掌
機
関
に
つ
い
て
述
ぺ
れ
ば
、
当
初
は
一
九
一
1
一
五
年
公
布
の
社
会
保
障
法
に
よ
り
大
統
領
任
命
の
一
―
一
人
の
構
成
し
た
Social
S
e
c
u
r
i
t
y
 B
o
a
r
d
が
そ
の
経
営
管
理
に
当
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
老
令
・
遣
族
年
金
局
(
B
u
r
e
a
u
of 
O.A.S.I.
た
だ
し
こ
の
名
称
は
一
九
三
九
年
後
）
も
設
置
さ
れ
た
が
、
一
九
四
六
年
S.S.
B
o
a
r
d
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
機
能
が
全
面
的
に
連
邦
保
障
庁
(Federal
S
e
c
u
r
i
t
y
 A
g
e
n
c
y
教
育
・
公
衆
健
康
・
社
会
保
障
・
食
糧
薬
品
・
授
産
等
に
関
す
る
諸
機
関
を
所
管
、
そ
の
長
官
は
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
o
r
of 
F.S.) 
kl
移
管
さ
れ
た
。
そ
し
て
社
会
保
障
庁
(Social
S
e
c
u
r
i
t
y
 A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
そ
の
長
官
は
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
of 
S.S.)
が
こ
れ
に
所
属
し
た
。
一
九
五
1一
一
年
保
健
・
教
育
•
福
祉
省
が
新
設
さ
れ
る
と
と
も
に
社
会
保
障
庁
も
こ
れ
が
管
下
に
入
っ
た
。
そ
し
て
老
令
・
遣
族
年
金
局
は
も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
所
属
し
た
。
（
D.
G
a
g
l
i
a
r
d
o
"
A
m
e
r
i
c
a
n
 Social 
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ま
た
職
種
別
に
み
360 
の
場
合
―
二
0
0ド
ル
が
平
均
賃
金
算
定
に
考
慮
さ
れ
る
）
。
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
逍
族
年
金
制
度
の
一
九
五
六
年
の
改
正
（
川
元
）
九
五
四
年
の
改
正
後
の
加
入
者
数
と
ほ
ぽ
同
数
の
農
業
労
働
者
が
、
新
改
正
法
の
下
で
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
い
ま
な
お
除
外
さ
れ
て
い
る
大
き
な
群
は
、
別
個
の
退
職
制
度
下
に
あ
る
警
官
お
よ
び
消
防
夫
、
低
所
得
の
自
家
営
業
者
、
お
よ
び
非
常
傭
の
農
場
家
事
労
働
者
で
あ
る
。
自
家
営
業
の
自
由
職
業
者
群
一
九
五
六
年
の
改
正
で
特
定
の
自
由
職
業
に
従
事
す
る
自
家
営
業
者
二
0
万
人
余
が
新
に
加
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
弁
護
士
・
歯
科
医
・
整
骨
治
療
師
•
も
み
療
治
師
・
獣
医
・
検
眼
師
が
加
入
範
囲
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
等
は
一
九
五
五
年
後
に
終
る
課
税
年
度
に
効
力
を
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
農
業
自
営
者
お
よ
び
農
場
所
有
者
一
九
五
六
年
の
改
正
で
推
定
二
二
万
人
の
農
民
が
新
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
五
四
年
の
改
正
で
は
農
業
自
営
者
お
よ
び
農
場
所
有
者
が
、
そ
の
自
家
営
業
を
④
他
の
自
家
営
業
者
同
様
一
般
的
基
準
で
あ
る
実
際
収
支
に
よ
る
純
所
得
の
ベ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
或
い
は
＠
も
し
年
総
収
入
が
一
八
0
0
ド
ル
以
下
で
あ
れ
ば
総
収
入
の
五
0
形
を
所
得
と
す
る
方
法
（
こ
の
場
合
九
0
0ド
ル
ま
で
が
平
均
賃
金
算
定
の
と
き
考
慮
さ
れ
る
）
に
よ
っ
て
、
申
告
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
っ
て
一
八
0
0ド
ル
以
下
の
農
民
は
、
そ
の
純
所
得
を
総
収
入
の
三
分
の
二
と
見
倣
す
こ
と
が
許
さ
れ
た
（
総
収
入
が
一
八
0
0ド
ル
で
申
告
を
行
う
農
場
組
合
員
お
よ
び
農
民
は
、
も
し
そ
の
総
収
入
が
一
八
0
0ド
ル
を
超
え
、
純
所
得
が
―
―
1
0
0ド
ル
以
下
で
あ
れ
ば
、
そ
の
純
所
得
は
―
二
0
0ド
ル
と
見
傲
す
こ
と
が
で
き
る
。
所
得
税
の
申
告
を
実
際
収
支
に
よ
る
純
所
得
ベ
ー
ス
い
ま
や
こ
の
選
択
権
を
行
使
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
五
六
年
の
改
正
で
こ
の
選
択
計
上
の
規
定
は
寛
大
化
さ
れ
、
一
年
間
の
総
農
業
収
入
が
最
少
限
六
0
0ド
ル
あ
2
 
ー
四
八
361 
5
 
者
が
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
、
レ
ー
ノ
4
 
れ
等
の
被
用
者
は
例
外
と
な
り
、
3
 
の
解
釈
は
新
し
い
改
正
法
で
も
確
認
さ
れ
た
。
四
九
こ
の
外
さ
ら
に
四
0
万
人
の
農
民
が
加
入
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ほ
以
前
に
は
地
代
と
し
て
分
類
さ
れ
た
収
入
も
、
も
し
も
そ
の
受
取
人
が
小
作
人
・
共
同
耕
作
者
そ
の
他
と
と
も
に
実
質
的
に
農
業
ま
た
は
園
芸
物
品
の
生
産
に
従
事
す
る
と
い
う
約
定
の
下
に
、
生
ず
る
収
入
で
あ
れ
ば
、
こ
の
収
入
を
受
け
る
農
民
も
ま
た
加
入
範
囲
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
他
人
の
土
地
の
上
で
農
業
ま
た
は
園
芸
物
品
の
生
産
に
従
事
す
る
人
は
、
土
地
所
有
者
ま
た
は
小
作
人
と
の
間
に
も
し
も
生
産
品
の
分
配
が
そ
の
量
に
従
い
行
わ
れ
る
旨
約
定
が
あ
る
な
ら
ば
、
上
記
の
よ
う
な
人
は
従
来
で
も
自
家
営
業
者
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
警
官
お
よ
び
消
防
夫
除
外
へ
の
例
外
州
お
よ
び
地
方
官
庁
退
職
制
度
下
に
あ
る
警
官
お
よ
び
消
防
夫
は
特
に
除
外
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
度
の
改
正
で
五
州
に
お
け
る
こ
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
連
邦
政
府
職
員
テ
ネ
シ
ー
と
に
な
っ
た
。
そ
の
加
入
に
は
こ
れ
等
機
関
の
退
職
制
度
の
給
付
と
O
A
S
I
の
給
付
と
の
間
に
お
け
る
公
平
な
調
整
方
法
が
、
保
健
・
教
育
•
福
祉
長
官
に
よ
り
一
九
五
七
年
七
月
一
日
前
に
認
可
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
約
一
万
三
千
人
の
被
用
農
業
労
働
者
一
般
投
票
の
下
に
加
入
を
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
規
定
の
下
に
約
二
万
人
が
加
人
範
囲
に
オ
ー
ソ
リ
テ
ー
お
よ
び
連
邦
住
宅
金
融
金
庫
職
員
も
、
こ
れ
等
機
関
の
選
択
が
あ
れ
ば
新
に
加
入
で
き
る
こ
農
業
労
働
者
に
関
す
る
従
来
の
加
入
規
定
に
若
干
の
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
変
更
に
よ
り
加
入
労
働
者
の
増
加
数
と
減
少
数
は
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
一
九
五
六
年
の
改
正
（
川
元
）
362 
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の
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
三
月
後
か
ら
一
九
五
七
年
一
月
前
の
現
役
を
含
め
、
一
九
五
六
年
末
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
一
九
五
六
年
の
改
正
（
川
元
）
一
九
五
四
年
の
改
正
法
で
は
、
農
業
労
働
者
は
も
し
も
現
金
賃
金
で
雇
主
か
ら
一
暦
年
で
少
な
く
と
も
一
0
0ド
ル
払
わ
れ
て
い
る
一
九
五
六
年
の
改
正
で
④
現
金
の
賃
金
が
一
五
0
ド
ル
の
と
き
、
＠
労
働
者
の
賃
金
が
時
間
の
ベ
ー
ス
（
時
間
給
・
日
給
・
週
給
）
に
よ
る
場
合
そ
の
年
間
に
二
0
日
以
上
層
主
の
た
め
に
農
業
労
働
を
行
っ
た
と
き
加
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
後
者
の
場
合
一
暦
年
に
お
け
る
雇
主
の
労
働
者
へ
の
支
払
現
金
報
酬
が
、
平
均
賃
金
算
定
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
一
年
の
賃
金
が
一
0
0
~
一
九
九
ド
ル
あ
れ
ば
一
被
保
険
期
が
、
二
0
0し
二
九
九
ド
ル
あ
れ
ば
二
被
保
険
期
が
、
三
0
0し
三
九
九
ド
ル
あ
れ
ば
三
被
保
険
期
が
、
四
0
0ド
ル
以
上
あ
れ
ば
四
被
保
険
期
が
取
得
さ
れ
る
改
正
法
で
「
組
頭
」
は
、
他
人
の
た
め
に
農
業
労
働
を
提
供
す
る
組
員
の
雇
主
と
見
倣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
旧
法
で
メ
キ
ッ
コ
お
よ
び
英
領
印
度
か
ら
の
出
稼
労
働
者
は
加
入
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
除
外
は
あ
ら
ゆ
る
外
国
か
ら
の
一
時
的
農
業
労
働
者
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
軍
務
服
役
者
現
役
・
復
員
軍
人
遺
族
給
付
法
制
定
に
よ
り
社
会
保
障
法
も
修
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
現
役
軍
人
の
ほ
と
ん
ど
三
〇
0
万
人
が
醸
出
制
で
正
規
に
0
A
S
I
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
、
そ
の
加
入
は
一
九
五
七
年
一
月
一
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
現
役
・
復
員
軍
人
遺
族
給
付
法
に
よ
っ
て
、
に
考
慮
す
る
特
典
は
、
一
カ
月
一
六
0
ド
ル
に
対
し
保
険
税
を
免
除
し
て
こ
れ
を
被
保
険
期
お
よ
び
平
均
賃
金
に
な
っ
た
。
そ
し
て
旧
法
に
お
け
る
と
同
様
、
な
ら
ば
、
加
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
相
殺
さ
れ
、
増
減
な
き
も
の
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
保
険
税
お
よ
び
年
金
額
は
そ
れ
等
の
人
々
の
基
本
給
五
0
363 
年
金
受
取
人
に
つ
い
て
る。
こ
の
改
正
に
よ
り
一
九
六
0
年
一
0
月
前
の
多
く
の
死
亡
の
場
合
、
五
或
い
は
同
上
日
前
に
退
職
年
令
に
到
達
す
る
多
数
人
の
場
ち
一
九
五
四
年
後
か
ら
、
受
給
資
格
条
件
に
つ
い
て
っ
た
。
そ
れ
で
結
局
保
険
税
を
免
除
し
て
の
考
慮
は
、
に
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
従
来
の
法
律
で
は
海
外
で
死
亡
し
た
軍
人
が
、
合
衆
国
で
改
葬
さ
れ
た
と
き
、
O
A
S
I
の
死
亡
一
時
金
を
支
給
す
る
旨
の
臨
時
的
規
定
が
、
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
改
正
法
で
こ
れ
は
永
久
的
の
も
の
に
な
っ
た
。
年
金
の
支
給
に
関
す
る
改
正
こ
の
度
の
改
正
法
に
は
一
九
五
六
年
の
新
規
加
入
者
に
対
す
る
代
替
条
件
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
一
九
五
四
年
の
改
正
法
で
一
九
五
五
年
の
新
規
加
入
者
に
与
え
た
と
同
様
の
基
礎
に
よ
り
受
給
資
格
を
取
得
す
る
の
を
可
能
な
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
一
九
五
七
年
七
月
（
同
年
七
月
以
後
に
退
職
年
令
に
達
し
或
い
は
死
亡
す
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
が
起
っ
た
四
半
期
）
前
ま
で
の
間
の
四
半
期
数
の
う
ち
四
四
半
期
を
除
き
す
べ
て
が
被
保
険
期
で
あ
る
人
は
、
完
全
受
給
資
格
を
取
得
す
る
の
で
あ
合
、
受
給
資
格
条
件
は
容
易
に
な
っ
た
。
同
上
日
後
は
通
常
の
受
給
資
格
条
件
と
こ
の
度
の
改
正
に
お
け
る
特
別
条
件
と
の
間
に
は
取
得
の
困
難
さ
の
上
に
別
に
差
異
が
な
い
。
従
来
の
法
律
の
下
で
は
再
婚
し
た
寡
婦
は
、
そ
の
死
亡
し
た
夫
の
所
得
記
録
に
も
と
づ
く
年
金
へ
の
権
利
を
み
な
喪
失
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
寡
婦
は
第
二
の
夫
の
所
得
記
録
に
つ
い
て
の
権
利
を
取
得
す
る
が
、
そ
れ
は
第
二
の
夫
と
少
な
く
と
も
一
年
間
結
婚
米
国
社
会
保
悴
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
一
九
五
六
年
の
改
正
（
川
元
）
一
九
四
0
年
九
月
一
五
日
後
と
一
九
五
七
年
一
月
一
日
前
と
の
間
の
軍
務
服
役
36JJ 
が
続
け
て
支
給
さ
れ
る
。
女
子
受
給
年
令
の
引
下
げ
と
年
金
額
き
理
由
」
を
提
示
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
く
と
も
一
カ
年
続
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
一
九
五
六
年
の
改
正
（
川
元
）
し
た
後
か
、
或
い
は
そ
の
夫
宴
に
実
子
ま
た
は
養
子
の
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
。
第
二
の
夫
が
一
年
を
経
過
す
る
前
に
死
亡
し
且
つ
子
女
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
同
制
度
下
で
の
保
護
は
何
も
な
し
に
取
り
残
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
度
の
改
正
に
よ
れ
ば
再
婚
し
た
寡
婦
の
最
初
の
夫
の
所
得
記
録
に
も
と
づ
く
年
金
へ
の
権
利
は
、
第
二
の
夫
が
結
婚
し
て
一
年
以
内
に
死
亡
す
る
な
ら
ば
回
復
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
最
初
の
夫
は
第
二
の
夫
の
死
亡
前
に
同
制
度
の
下
で
保
険
さ
れ
て
お
り
、
且
つ
最
初
の
夫
と
の
結
婚
は
少
改
正
法
は
被
扶
養
の
夫
、
鰈
夫
お
よ
び
両
親
に
対
す
る
年
金
の
請
求
に
際
し
て
、
被
扶
養
の
証
明
の
提
出
期
間
を
さ
ら
に
ニ
カ
年
延
長
し
た
が
、
ま
た
一
九
四
六
年
後
に
死
亡
し
た
被
保
険
労
働
者
の
所
得
記
録
に
も
と
づ
く
死
亡
一
時
金
に
対
す
る
申
請
を
も
、
さ
ら
に
ニ
カ
年
延
長
し
た
。
し
か
し
請
求
者
は
被
保
険
者
の
死
亡
或
い
は
権
利
取
得
後
最
初
の
ニ
カ
年
以
内
に
申
請
で
き
な
か
っ
た
「
然
る
べ
一
九
五
六
年
の
改
正
法
に
よ
り
女
子
の
老
令
年
金
受
給
年
令
が
、
従
来
に
お
け
る
男
子
同
様
の
六
五
オ
か
ら
六
ニ
オ
に
引
下
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
寡
婦
ま
た
は
被
扶
養
両
親
で
年
金
受
給
資
格
の
あ
る
女
子
は
、
六
ニ
オ
で
従
前
と
同
額
の
年
金
を
支
給
さ
れ
る
。
遺
児
年
金
受
給
者
を
世
話
し
て
い
る
母
親
も
、
そ
の
年
令
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
従
前
と
同
額
の
年
金
を
支
給
さ
れ
る
。
し
か
し
退
職
女
子
労
働
者
或
い
は
世
話
す
る
年
金
受
給
子
女
の
な
い
萎
で
、
六
ニ
オ
と
六
五
オ
の
間
に
老
令
年
金
或
い
は
配
偶
者
年
金
の
受
給
を
択
ぶ
女
子
は
、
保
険
計
理
上
減
額
さ
れ
た
年
金
を
支
給
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
選
択
が
一
度
な
さ
れ
る
と
六
五
才
以
後
も
減
額
さ
れ
た
年
金
退
職
女
子
労
働
者
が
六
五
オ
前
に
老
令
年
金
を
引
出
す
と
き
の
減
額
率
は
、
各
月
5
-
9
形
で
あ
り
、
ま
た
配
偶
者
年
金
の
と
き
の
そ
五
365 
し
て
使
用
で
き
る
最
高
賃
金
月
額
だ
か
ら
で
あ
る
。
れ
は
25-36
形
で
あ
る
。
前
者
の
湯
合
女
子
が
六
ニ
オ
に
達
し
た
月
に
対
し
て
老
令
年
金
を
受
け
る
こ
と
を
選
ぶ
と
き
に
は
、
そ
の
月
の
年
金
は
二
0
彩
(
-
力
月
5
-
9
％
の
三
六
カ
月
分
）
減
額
さ
れ
た
金
額
と
な
る
。
後
者
の
場
合
六
ニ
オ
に
達
し
た
月
の
配
偶
者
年
金
は
二
五
形
(
-
力
月
25-36
％
の
一
二
六
カ
月
分
）
減
額
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
新
法
で
は
平
均
賃
金
月
額
を
計
算
す
る
に
際
し
て
低
所
得
の
五
年
を
、
取
得
し
た
被
保
険
期
数
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
除
外
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
旧
法
で
は
最
少
限
度
二
0
被
保
険
期
を
取
得
し
て
い
る
と
き
に
初
め
て
低
所
得
の
五
年
を
除
外
で
き
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
た
だ
四
年
だ
け
除
外
で
き
た
。
こ
の
改
正
規
定
は
将
来
支
給
開
始
の
人
に
対
す
る
年
金
額
計
算
に
際
し
て
の
み
適
用
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
特
定
の
事
情
下
に
お
い
て
は
一
九
五
六
年
八
月
一
日
以
後
の
申
請
に
よ
る
年
金
の
再
計
算
に
も
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
一
九
五
六
年
に
は
じ
め
て
被
保
険
期
を
得
た
人
は
、
新
法
で
平
均
所
得
月
額
が
計
算
さ
れ
る
期
間
に
対
し
そ
の
前
後
に
、
特
別
の
時
日
を
定
め
て
い
る
。
そ
れ
は
一
九
五
七
年
に
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
人
で
、
一
九
五
五
年
後
か
ら
、
死
亡
の
起
っ
た
四
半
期
ま
た
は
老
令
年
金
支
給
開
始
の
四
半
期
（
ど
ち
ら
で
も
早
い
方
）
の
次
の
四
半
期
ま
で
の
間
に
、
少
な
く
と
も
六
被
保
険
期
を
取
得
し
た
人
に
適
用
さ
れ
る
。
上
述
期
問
の
時
日
の
一
っ
は
一
九
五
五
年
―
二
月
三
一
日
で
あ
り
、
―
つ
は
一
九
五
七
年
七
月
一
日
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
も
の
は
そ
の
使
用
の
結
果
と
し
て
、
基
本
年
金
額
が
得
ら
れ
る
と
き
採
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
一
九
五
六
年
―
二
月
三
一
日
と
一
九
五
七
年
七
月
一
日
と
の
間
の
六
カ
月
で
、
計
上
可
能
の
賃
金
お
よ
び
自
家
営
業
所
得
の
合
計
は
ニ
―
0
0ド
ル
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
三
五
0
ド
ル
は
年
金
額
算
定
に
際
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
一
九
五
六
年
の
改
正
（
川
元
）
な
い
よ
う
な
年
全
部
を
、
除
外
で
き
る
。
基
本
年
金
額
の
計
算
に
つ
い
て
五
よ
り
多
い
一
九
五
0
年
後
か
ら
一
九
五
六
年
前
ま
で
の
被
保
険
期
の
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米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
一
九
五
六
年
の
改
正
（
川
元
）
改
正
法
で
は
廃
疾
の
場
合
に
お
け
る
年
金
額
計
算
が
、
年
基
準
の
下
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
年
の
或
る
部
分
が
廃
疾
部
分
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
年
の
所
得
や
月
数
は
平
均
所
得
月
額
の
計
算
に
際
し
除
外
さ
れ
る
。
し
か
し
廃
疾
の
始
っ
た
年
に
お
け
る
所
得
や
月
数
は
、
も
し
も
そ
の
結
果
よ
り
高
い
年
金
額
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
計
算
に
際
し
て
こ
れ
を
含
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
註
固
こ
の
代
替
受
給
資
格
条
件
の
規
定
は
元
来
一
九
五
六
年
の
新
規
加
入
者
に
適
用
の
た
め
で
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
の
加
入
者
で
も
適
用
さ
れ
得
る
と
い
う
意
味
で
（
原
文
で
は
こ
の
点
を
明
記
し
て
い
な
い
）
「
代
替
」
の
語
が
使
用
さ
れ
、
ま
た
こ
の
最
後
の
一
節
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
。
（
前
拙
稿
参
照
）
財
政
に
関
す
る
改
正
全
に
自
立
す
べ
き
で
あ
る
と
の
信
念
を
表
明
し
た
。
従
っ
て
一
九
五
六
年
の
改
正
に
お
い
て
、
た
予
定
保
険
税
率
表
は
、
新
改
正
法
に
お
け
る
給
付
費
用
の
増
加
に
対
応
し
て
改
正
さ
れ
た
。
一
九
五
七
し
五
九
の
暦
年
に
対
す
る
保
険
税
率
は
、
以
前
に
は
被
用
者
・
雇
主
各
々
2
%、
自
家
営
業
者
3
彩
で
あ
っ
た
が
、
被
用
者
・
雇
主
は
各
々
ー
2
4
彩
に
、
自
家
営
業
者
は
3
%。
彩
に
引
上
げ
ら
れ
た
。
同
予
定
表
は
一
九
六
0
ー
六
四
年
、
一
九
六
五
i
六
九
年
、
一
九
七
O
~七
四
年
に
対
し
て
も
増
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
税
率
は
最
終
の
一
九
七
五
年
お
よ
び
そ
の
後
に
対
し
、
被
用
者
・
雇
主
各
々
ー
↑
4
形
お
よ
び
自
家
営
業
者
3
5
8
彩
に
引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
で
に
一
九
五
0
年
の
改
正
法
で
も
ま
た
そ
の
後
も
議
会
で
は
、
保
険
税
率
お
よ
び
財
政
的
基
礎
に
つ
い
て
一
九
五
四
年
の
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
O
A
S
I
制
度
は
加
入
者
個
人
お
よ
び
雇
主
か
ら
の
保
険
料
で
完
五
四
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こ
の
度
の
改
正
法
で
は
0
A
S
I
信
託
基
金
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
投
資
の
利
率
を
変
更
し
、
五
五
新
予
定
表
に
お
け
る
被
用
者
・
麗
主
合
計
率
は
前
予
定
表
に
お
け
る
も
の
よ
り
も
1
-
2
彩
の
増
率
で
あ
る
。
こ
の
増
率
の
金
額
は
毎
月
の
廃
疾
年
金
に
充
当
さ
れ
る
目
的
の
も
の
で
、
別
個
の
廃
疾
保
険
信
託
基
金
に
入
れ
ら
れ
る
。
従
っ
て
本
来
の
老
令
・
遺
族
年
金
制
度
の
給
付
に
対
し
て
は
保
険
料
の
増
加
は
何
等
行
わ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
給
付
の
寛
大
化
に
対
し
て
は
コ
ス
ト
の
減
少
要
素
、
す
な
わ
ち
加
入
範
囲
の
拡
大
、
信
託
基
金
の
利
息
要
素
の
変
更
お
よ
び
一
般
的
高
所
得
水
準
に
よ
っ
て
、
相
殺
さ
れ
る
も
の
と
見
倣
し
た
の
で
あ
る
。
廃
疾
給
付
の
た
め
に
割
当
て
ら
れ
た
保
険
税
は
、
中
間
コ
ス
ト
推
算
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
等
の
給
付
を
賄
う
の
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
よ
り
も
僅
か
に
多
い
だ
け
で
あ
る
。
同
投
資
の
本
質
的
に
長
期
で
あ
る
性
質
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
利
率
は
原
発
行
日
か
ら
五
年
経
過
後
ま
で
は
償
還
期
日
の
来
な
い
、
或
い
は
随
時
償
還
も
さ
れ
な
い
、
市
場
性
の
あ
る
、
あ
ら
ゆ
る
合
衆
国
利
附
債
券
の
平
均
利
率
に
基
づ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
従
来
は
信
託
基
金
投
資
に
対
す
る
利
率
は
、
償
還
期
日
・
市
場
性
に
関
係
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
合
衆
国
利
附
債
券
の
平
均
利
率
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
平
均
利
率
は
1
-
8
彩
の
倍
数
に
な
ら
ぬ
場
合
、
前
法
の
よ
う
に
1
-
8
彩
の
次
の
一
っ
低
い
倍
数
で
な
く
、
1
-
8
％
の
最
も
近
い
倍
数
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
廃
疾
保
険
信
託
基
金
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
変
更
は
信
託
基
金
受
託
委
員
会
に
よ
っ
て
勧
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
や、
1
]
8
彩
の
倍
数
に
関
し
て
改
正
し
た
こ
と
は
、
同
制
度
の
利
息
収
入
を
長
い
将
来
に
わ
た
っ
て
み
る
と
き
に
、
平
均
し
て
一
年
に
つ
き
約
一
六
0
百
万
ド
ル
の
増
加
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
近
い
将
来
で
は
そ
の
効
果
は
実
質
的
に
よ
り
軽
微
で
あ
る
。
社
会
保
障
財
政
審
議
会
の
新
設
米
国
社
会
保
節
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
一
九
五
六
年
の
改
正
（
川
元
）
信
託
基
金
の
投
資
に
つ
い
て
信
託
甚
金
に
対
し
て
発
行
の
公
債
の
利
率
を
定
め
る
の
に
短
期
債
券
へ
の
利
率
を
除
外
し
た
こ
と
368 
米
国
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遣
族
年
金
制
度
の
一
九
五
六
年
の
改
正
（
川
元
）
月
一
日
よ
り
も
お
そ
く
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
T
r
u
s
t
 F
u
n
d
)
 
さ
れ
、
公
に
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
の
支
出
金
に
対
し
て
、
O
A
S
I
制
度
の
長
期
遂
行
に
関
し
て
、
ド
ル
の
給
与
が
あ
る
も
の
と
見
倣
し
、
無
税
で
O
A
S
I
に
考
慮
す
る
こ
と
と
な
り
、
老
令
・
遺
族
年
金
信
託
基
金
お
よ
び
廃
疾
保
険
信
託
基
金
の
状
態
を
検
閲
す
る
た
め
に
、
「
社
会
保
障
財
政
審
議
会
」
(
A
d
v
i
s
o
r
y
C
o
u
n
c
i
l
 o
n
 Social 
S
e
c
u
r
i
t
y
 F
i
n
a
n
c
i
n
g
)
を
設
置
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
社
会
保
障
長
官
(
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
of 
Social Security)
が
同
審
議
会
の
議
長
に
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
他
に
―
二
人
の
委
員
が
あ
り
、
こ
れ
を
保
健
・
教
育
•
福
祉
長
官
が
で
き
る
だ
け
労
資
（
同
数
）
自
家
営
業
者
お
よ
び
一
般
大
衆
を
代
表
す
る
よ
う
に
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
最
初
の
審
議
会
は
一
九
五
九
年
一
信
託
基
金
受
託
委
員
会
長
(
S
e
c
r
e
t
a
r
y
of 
T
h
e
 B
o
a
r
d
 of 
T
r
u
s
t
e
e
s
 
of 
T
h
e
 
に
そ
の
所
見
を
報
告
し
勧
告
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
勧
告
は
議
会
へ
提
出
の
受
託
委
員
報
告
書
に
掲
載
現
役
・
復
員
軍
人
遺
族
給
付
法
に
よ
り
老
令
・
遺
族
年
金
信
託
基
金
は
、
次
の
よ
う
な
色
々
な
規
定
か
ら
生
じ
た
過
去
お
よ
び
将
来
一
般
歳
入
か
ら
補
填
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
九
五
0
年
の
改
正
法
で
軍
人
に
対
し
毎
月
一
六
〇
三
年
以
内
に
死
亡
し
た
第
二
次
大
戦
の
或
る
復
員
兵
に
一
時
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
等
の
規
定
に
よ
る
支
出
金
に
対
し
て
一
般
歳
入
か
ら
補
填
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
の
結
果
信
託
基
金
か
ら
ほ
ぼ
二
0
0百
万
ド
ル
の
支
出
金
が
既
に
生
じ
た
が
、
ま
た
将
来
六
0
0百
万
ド
ル
以
上
が
支
払
わ
れ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
将
来
の
支
出
金
に
対
す
る
補
償
は
、
当
該
年
間
に
支
払
わ
れ
る
給
付
に
対
し
て
毎
年
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
軍
務
服
役
者
特
典
に
よ
る
支
出
へ
の
補
償
改
正
法
に
お
い
て
、
予
定
の
各
保
険
税
率
増
加
の
行
わ
れ
る
前
に
、
ま
た
一
九
四
六
年
制
定
の
特
別
規
定
で
復
員
後
五
六
